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将来像の実現
（まちを良くしよう）

共創会議の役割

大門まちづくり共創会議 P2

住民、商店、事業者など立場の異なる多様な参加者が、中心市街地（大門商店街周辺）の

ありたい姿の実現に向け、それぞれの〝やりたいこと〟〝やれること〟を具現化するため、

みんなでともにアイデアを出し合い、主体的に取り組んでいくことを目指す活動

 大門まちづくり共創会議とは

アイデア

共創会議

アクション

住民、商店、事業者等の主体

• できることから始める
• それぞれのペースで取り組む
• 改善を加えつつやり続ける
• 次の世代に引き継ぐ（育てる）



共創会議の背景

大門まちづくり共創会議 P3

 令和6年度まちづくり勉強会のアンケート結果

• 大門地区には、すでに〝街で何かをやりたい〟という想いを持つ人材（まちづくりの担い

手）が確認できる ※ほかの街では、担い手を探すことからまちづくりを始めることが多

いが、大門地区には、まちづくりに対する意識を持つ担い手がいる〝強み〟がある

• 一方で、このような担い手を知る機会や、担い手同士をつなぐ場がないため、活動（アク

ション）が起こりにくい状況

中心市街地のまちづくりの担い手が集まり、担い手同士をつなぎ合わせ、
多様な主体がそれぞれ〝やりたいこと〟〝やれること〟を実現する場として、

「大門まちづくり共創会議」



共創会議の活動イメージ

大門まちづくり共創会議 P4

個人の活動

団体の活動

事業者
の活動

地域の活動

大門まちづくり共創会議
“人と活動をつなぎ合わせる場”

事業者

新たな活動
の創出

既存活動の
発展

エリアマネジメント活動（まちを良くしようとする活動）

住民 商店 学生 関係人口市民

多様な主体の参加

「人×人」「活動×活動」により
やりたいことを実現していく



（参考）エリアマネジメントとは

大門まちづくり共創会議 P5

 エリアマネジメントについて

• 快適で魅力的な環境の創出や美しい街並みの形成、安全安心な地域づくり、良好なコュニティの形

成、地域の伝統・文化の継承等も含みます。

• 例えば、公共空間（道路、広場等）を活用したイベントの企画・運営、街の情報発信やプロモーション、

清掃・美化活動などがあげられます。

ポイント１ ：「つくること（開発）」だけではなく「育てていくこと」

ポイント2：住民・事業主・地権者等が主体的に進めること

ポイント３：多くの住民・事業主・地権者等が関わり合いながら進めること

ポイント４：一定のエリアを対象としていること

地域における良好な環境や地域の価値を維持・向上させるための、

住民・事業主・地権者等による主体的な取り組みを指します。

出典：国土交通省資料

• 近年、都市課題の多様化などを背景に、地域の関係者が連携し、主体的に実施する“エリアマネジメン
ト活動”の重要性が高まっています。



大門地区でのエリアマネジメント活動の例

大門まちづくり共創会議 P6

大門マルシェ【㈱e-yo】
（賑わいの仕掛けづくり）

コミュニティ活動【en.to】
（地域や関係人口の居場所づくり）

みんなで歩こう塩尻大門マップ
【みかちさん】

（街歩きのきっかけづくり）

ワインテラス【㈱HYAKUSYO】
（プロモーション＆場づくり）

活動報告会、勉強会【スナバ】
（活動のきっかけづくり）

正月の松飾付け（美化活動）
【大門商店街振興組合】
（良好な環境づくり）



共創会議の活動内容

大門まちづくり共創会議 P7

• 共創会議の役割、
大門地区の取組状
況の共有

• 担い手の把握、つな
がりの醸成

• 参加者それぞれの
街の将来像、なぜま
ちづくりをやるか、
アイデアなど、まち
づくりに対する共通
理解を深め合う（全
体ディスカッション）

新規参加者（何等かの活動をしたい人・事業者）

第1回

⇒第1・2回のアンケートでは、「交流や話し合いの時間を確保してほしい」との意見
※参加者の意見を踏まえ都度開催内容を見直し

• 第1回の全体ディス
カッション、アンケー
ト結果から開催内容
を決定

• 「なぜ共創会議に参
加しているか」を
テーマにグループ
ディスカッションを
開催

• お互いがどんな想
いで共創会議に参
加しているかを知る
機会に

• できることから
アクションに移す

• それぞれの活動を
報告し合う

• 改善・改良を加え
つつ、アクションを
やり続ける

第2回 第n回5/284/21



共創会議の活動内容【本日、次回以降】

大門まちづくり共創会議 P8

• 参加申込時に皆さん
が「興味ある」と選択
されたテーマ毎にグ
ループ分け

• 各テーマでどんな活
動ができそうかにつ
いてグループトーク
⇒発表

• 第4回に向けて複数
テーマへの参加、途中
でのテーマの変更も
自由

第3回

• 第3回から継続してグ
ループトーク⇒発表

• 共創会議でのテーマ
別のグループトークは
第4回までとします

• 活動に向けた取組は、
ぜひ個人や各グルー
プの主導して行ってく
ださい

• なお、街カンでは、皆
さんが活動していくに
あたって、必要な支援
を行いますので、お気
軽にご相談ください

第4回

• これまでに個人、グ
ループ単位で活動す
る中で、進捗状況の共
有のほか、困っている
こと、相談したいこと、
報告したいこと、支援
してほしいことなどに
ついて、話し合える会
を設けます

第5回以降

8/28開催 9/25開催 冬開催

• 第1・2回のディスカッションとアンケートの内容から、参加者それぞれのやりたいことが
「皆で動く活動」と「個で動く活動」に分かれている。

• 大門まちづくり共創会議は、これらの「人×人」、 「活動×活動」をつなぎ合わせる場である
が、第3・4回は「皆で動く活動」のきっかけづくりの場として開催します。



共創会議のポイントまとめ

大門まちづくり共創会議 P9

 それぞれのアイデアをアクションへ移す場

 意見も大切だが、自分で何ができるか、行動できるかを考える

 ともに活動したい仲間をつくる、引き入れる、連携する

 まちづくりを行うプレイヤー全員が共創会議に参加しないと

いけないものではない（排他的な会議ではない）

 参加していなくても、将来像の実現に向けて動いている仲間として、

ときに相談・連携して街一体で動く

 それぞれできることから始める、それぞれのペースで進める


